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市房ダムの概要について

本日の内容

1. 市房ダムの操作

2. 市房ダムからの情報発信

3. 過去の洪水時の状況
・Ｒ２年７月豪雨時の状況
・Ｒ４年台風第１４号時の状況
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１．市房ダムの操作

33



市房ダムの集水域 4

球磨川水系の市房ダム上流域の面積割合は約14％
※人吉地点における割合

流水型ダム(予定地)



①普段の時

ダムに入ってくる水
（流入量）

ダムの水位（貯水位）
ほぼ一定

ダム堤体

○ダムから流す水（放流量）≒ダムに入ってくる水（流入量）
○ダムの水位（貯水位）ほぼ変化なし

ダムの満水位

発電用放水管

クレストゲート

5

同じ量

Ｐｏｉｎｔ①
大雨が降った時に放流を始めるのではなく、

灌漑用水の供給、河川環境の保全のため
普段から放流※しています。
※企業局管理の発電取水用放流管から放流（最高25m3/s)

ダムから流す水
（放流量）



ダムに入ってくる水
（流入量）

発電用放水管

クレストゲート開口

ダムの水位（貯水位）
ほぼ一定

同じ量

Ｐｏｉｎｔ②
降雨に伴う流入量とほぼ同じ量をゲート

も上げて放流※します。（流入量＞25m3/s)

ゲートから放流することが「異常洪水時
防災操作」（緊急放流）ではありません。
※発電取水用放流管（最大25m3/s）＋クレストゲート放流
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ダムの満水位

ダム堤体

ダムから流す水
（放流量）

②雨の降り始めの時

市房ダム制御局～多良木警報局

○放流量≒流入量
○貯水位=ほぼ変化なし



溜めていく量（貯留量）

ダムから流す水
（放流量）

ダムに入ってくる水
（流入量）

※市房ダム操作規則により流入量が300m3/s（毎秒）に達したら洪水調節を行うことを規定。

ダムの水位
（貯水位）

○放流量=流入量 - 貯めていく量（貯留量）
○貯水位=上昇

発電用放水管

Ｐｏｉｎｔ③
下流域の河川水位上昇を抑えるため、流入量よ

り少ない量を放流することで、流入量の一部をダ
ムに貯め込みます。このため、ダム湖の水位が上
昇します。この操作を『洪水調節』と言います。
この操作により下流に一気に水が流れ出るのを

防ぎ、河川水位の急激な上昇を抑えます。

市房ダム制御局～人吉警報局
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ダムの満水位

放流量は流入量より
少ない

ダム堤体

③雨が降り続き流入量が３００m3/s※を超えた時



Ｐｏｉｎｔ⑤
満水位を越えないように、徐々に放流量を

流入量に近づけていく操作です。洪水調節に
より貯めた水は、そのまま貯めたままです。

ダムに入ってくる水
（流入量）

○放流量を流入量に近づけていく（放流量⇒流入量）
○貯水位=ほぼ変化なし

発電用放水管

これが『異常洪水時防災操作』
『緊急放流』と呼ばれているものです。

ダムに溜めた水は、そのまま
貯め込んだままなんです！！
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ダムの満水位

ダム堤体
ダムから流す水

（放流量） 放流量を徐々に流入量に
近づけていく

④更に雨が降り続き満水位に近づいてきた時
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ダムの満水位

ダム堤体

ダムに入ってくる水
（流入量）

ダムから流す水
（放流量）

Ｐｏｉｎｔ⑥
貯め込んだ水を一気に流すことではなく、ダムが

満杯に近づいた段階で、放流量を徐々に増加させ、
流入量に近づけていく操作です。

⑤『異常洪水時防災操作』（緊急放流）とは

○放流量を流入量に近づけていく（放流量⇒流入量）
○貯水位=ほぼ変化なし



⑥『異常洪水時防災操作』（緊急放流）とは

ダムから流す水
（放流量）

ダムに入ってくる水
（流入量）

〇貯めた水を一気に大量放流（放流量>>>流入量）
○貯水位=一気に下げる

ドッバーーン

満杯になりそうなんで貯水位を
一気に下げて空っぽにしよう！

Ｐｏｉｎｔ⑦

このような操作ではありません。
『緊急放流』という呼び名が、このよ

うなイメージを皆さんに与えているので
あれば、全くの誤解です。
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ダムの満水位

ダム堤体



２．市房ダムからの情報発信
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市房ダムの操作に関する情報

ダム情報の解説市房ダムから発信する情報警戒情報等

・今後、市房ダム上流域で大雨となることが予想される場合、ダムにためてい
る水を事前に放流する際に発信する情報。
・ダムから放流を開始するため、河川利用者は下流河川の水位上昇に注意が
必要。
・市町村や報道機関等が災害時における初動体制の構築や住民が洪水に備
えるきっかけとなる情報として活用。

【警戒レベル1】
早期注意情報
（気象庁が発表）

【警戒レベル2】
大雨・洪水・高潮注意報

（気象庁が発表）
・市房ダムに流れ込んでくる水量が300m3/sに達し、洪水調節を開始する際に
発信する情報。
・洪水調節とは、大雨による川の水位上昇を抑えるために、ダムに流れ込む水
の一部をためて、放流する水の量を調整する防災操作。
・今後の雨の降り方によっては、下流河川の水の量が増えていくため、沿川住
民や河川利用者は下流河川の水位上昇に注意が必要。【警報レベル3】

高齢者等避難
（市町村長が発令） ・市房ダムに水をためる洪水調節を行っており、貯留する容量の半分にあたる

水位に達した際に発信する情報。
・過去の洪水では、貯留能力の半分に至ってから、数時間で緊急放流に移行
したことがあるため、住民は市町村の避難情報等を確認し、家族構成や生活
環境に応じて適切な防災行動をとることが必要。【警報レベル4】

避難指示
（市町村長が発令） ・市房ダム上流域で大雨が継続し、ダムの水位が満杯の水位に達する可能性

があることから、緊急放流を開始（予定）する際に発信する情報。
・緊急放流とは、ダムが満杯になる前に、ダムの下流に放流する量を徐々に増
やして、ダムに流れ込んでくる水量に近づけていく操作。

・緊急放流が始まると、これまでより下流河川の水の量が増えていくため、住
民は、できるだけ高い位置に身を置くなど、直ちに命を守る行動をとることが
必要。

【警報レベル5】
緊急安全確保
（市町村長が発令)

・ダムに流れ込む水の量が減少し、緊急放流を終了した際に発信する情報。
・これまでの大雨により下流河川の水位は高い状態が続いているため、引き
続き注意が必要。

12

※市房ダムから情報が発信されるタイミングは、警戒情報等とは必ずしも一致しないことに留意
市房ダム管理者からは、上記以外に洪水警戒体制及び洪水警戒体制解除の情報を発信

� 市房ダムの操作に関して、熊本県（県庁河川課及び市房ダム管理所）から発信する情報は以下のとおり。



【市房ダムから発信される情報】

２.洪水調節の開始

３.貯留能力の半分情報

４.緊急放流の予告

５.緊急放流※の開始

６.緊急放流の終了

７.洪水調節の終了

クレストゲート

市房ダムに水を貯め始めたときに
発信【年に１～２回程度】

市房ダムに水を貯留する容量の半
分に達したときに発信
【２～３年に１回程度】

ダムの水位が満杯の水位に達す
る可能性があるときに発信
（緊急放流を行う３時間前と１時間前を
目安に発信）

ダムが満杯になる前に、ダムの下
流に放流する量を徐々に増やして、
ダムに流れ込んでくる水量に近づ
けていくときに発信
【過去に４回】

ダム下流左岸側 ダム下流正面

【発信情報の解説】

【市房ダム下流警報局】

警報局全景写真 警告灯写真

１.放流の開始
市房ダムのクレストゲートから放流
を開始したときに発信

○危険性を直感的に理解できるよう放流状況に応じてたカラー表示で情報発信
○放流開始時と異常洪水時防災操作時のサイレン音に差をつけることで、放流状況の変化を明確に
○「洪水調節」や「異常洪水時防災操作」と明言することで、放流状況の変化を明確に

Aアナウンス内容

緊急放流の開始

緊急放流の予告
（1時間、3時間）

洪水調節の開始

ゲート放流の開始

ゲート放流の
開始前（30分）

こちらは、市房ダムです。午前（午後）○○時○○分から異常洪
水時防災操作を開始しますので、（しましたので、）川には近づかな
いようにしてください。

こちらは、市房ダムです。午前（午後）○○時○○分から洪水調
節を開始しました。

川の水が増えてきますので、川へ入らないでください。また、川に
入っている人は、早く川から上がってください。

こちらは、市房ダムです。午前（午後）○○時○○分にダムから水
を流し始めます。（流しました。）

まもなく、川の水が増えてきますので、川へ入らないでください。ま
た、川に入っている人は、早く川から上がってください。

アナウンス 休止5秒 サイレン１分 休止30秒 サイレン１分

※半鐘音（カンカンカン♪）は緊急放流前と開始時のみです。
警報局の吹鳴

休止5秒アナウンス休止5秒半鐘音１分

※緊急放流＝異常洪水時防災操作

放
流
量

警告灯内容

番号は発信する順番
２,３の後に７の場合もあります

緊急放流では流入量よりも多く放流することはありま
せん

緊急放流の開始

緊急放流の予告

洪水調節の開始

ゲート放流の開始

27４色警告灯による情報発信強化 13

令和５年３月より運用を開始



“市房ダム”からのおしらせＳＮＳ等を活用した情報発信強化 14

熊本県が管理するダムでは、災害時における住民の円滑かつ迅速な避難に繋げることを目的に、
新たに防災情報メールサービスやＳＮＳ等を活用して、ダムの操作状況を発信。

●発信する情報
・予備放流／事前放流
・洪水調節
・貯留能力の半分情報
・緊急放流(予告を含む)
※予備放流と貯留能力の半分情報は市房ダムのみ

ダム操作に応じた表示

統合型防災情報システム内の「ダム情報」から各ダムの操作状況を含めた
ダム情報を確認することができます。

http://www.bousai.pref.kumamoto.jp/GmnDsp.exe?M50

統合型防災情報システム 検索

メールサービスの登録を行い、受信したい情報を選択することで必要な
情報を受け取ることができます。

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/4/56061.html

「Yahoo!防災速報」のアプリをダウンロードし、地域を設定すると情報を
確認することができます。

インターネット又はXの検索画面から「防災くまもと」と検索すると情報
を確認することができます。

ダム情報の発信例（上記②～④）

① 熊本県統合型防災情報システム(ダム操作に関する表示の追加)

② 熊本県防災情報メールサービス

④ X（旧Twitter）

③ Yahoo!防災速報

熊本県統合型防災情報システム表示例（右記①）
熊本 防災 メール 検索

Yahoo!防災速報 検索

防災くまもと 検索

（洪水調節開始の場合）
この情報は、○○ダムが○時○分から防災操作（洪水調
節）を開始したことをお知らせするものです。
○○ダム上流域では、大雨になっていることから、川の
水位の上昇を抑えるため、ダムに流れ込む水の一部をた
めて、放流する水の量を調節する防災操作（洪水調節）
を行っています。
ダム情報のホームページ
http://www.bousai.pref.kumamoto.jp/GmnDsp.exe?M50



３．過去の洪水時の状況

1515

Ｒ２年７月豪雨時



KUMAMOTO PREFECTURE GOVERNMENT 

7月4日 1:00

７月４日未明からの線状降水帯の停滞状況

7月4日 7:00

7月4日 5:00

7月4日 9:00 7月4日 11:00

7月4日 3:00

市房ダム流域平均時間雨量
9.3mm

7:35分

過去最大流入量 1,235m3/sを観測

ダム上流域平均総雨量（7月3日～7月4日）
４４３．８ｍｍ（１時～８時まで約４００ｍｍ）

市房ダム流域平均時間雨量
46.7mm

市房ダム流域平均時間雨量
49.6mm

市房ダム流域平均時間雨量
41.9mm

市房ダム流域平均時間雨量
19.2mm

市房ダム流域平均時間雨量
0.2mm

R２年７月豪雨時の状況 16



市房ダム等における洪水調節（当日の防災操作の状況）

○７月3日15時から７月4日2時頃まで予備放流を実施し、事前にダムの水位を低下。
○予備放流を実施したことにより、洪水調節容量約190万m3を追加して、合計約1,620万m3確保できた。
○最大流入時において流入量の約5割にあたる650m3／ｓをダムに貯めて、下流河川の水位を低減。
○雨量や流入量の予測に基づき操作を行い、異常洪水時防災操作を行う状況とならなかった。
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流入量

放流量

貯水位

単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)
令和2年7月豪雨市房ダム洪水調節（7月3～5日）単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)単位：m3/s 貯水位：(EL.ｍ)

最高水位EL280.60m
4日10時50分頃ダムへの最大流入時の

洪水調節量650m3/s

約1,230万m3の洪水を
ダムへ貯留

予備放流で約190万m3の
洪水調節容量を確保

①

②

最大流入量1,235m3/s
4日7時40分頃

最大時間雨量 ５４㎜

市房ダム流域平均雨量

4日2時5分 洪水調節開始

サーチャージ水位
洪水期 今回 EL283.00m

10㎝

EL280.60m（最高貯水位）

EL277.50m　

EL273.30m　

EL271.72m　
EL270.00m　

EL249.00m　最低水位

EL280.7m（異常洪水時防災操作）

堆砂容量
【510万m3】

堆砂容量
【510万m3】

利水容量のみ
【1,680万m3】

貯留量
【約1,230万m3】治水容量

または
利水容量
【980万m3】

ダ
ム

①

②

予備放流

約190万m3確保

約1,230万m3貯留

53％カット

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。

第1回球磨川豪雨
検証委員会資料より 17

4日 5日3日

治水容量
【850万m3】

治水容量
または
利水容量

【980万m3】

利水容量のみ
【1,680万m3】

堆砂容量
【510万m3】

堆砂容量
【510万m3】

貯留量
【約1,230万m3】



３．過去の洪水時の状況
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Ｒ４年台風第１４号時
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人吉市

球磨村

五木村

水上村

山江村

湯前町

あさぎり町錦町

▲

芦北町

球磨川

川
辺
川

八代市

相
良
村

多良木町

市房ダム

やつしろし

いつきむら

みずかみむら

ゆのまえまち

ちょう
にしきまち

やまえむら

さ
が
ら
む
らくまむら

ひとよしし

あしきたまち
いちふさ

たらぎまち

▲

令和４年９月 台風第14号の概要
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1時間 3時間 12時間 24時間

多良木（雨量）

R2.7

R4.9

（ｍｍ）

（たらぎ）

○球磨川流域における時間毎の
レーダー雨量

� 大型で非常に強い台風第14号は、18日夜から19日朝にかけて熊本県に接近。
� 市房ダム上流では、時間雨量20mmを超える雨が9月18日7時から19日1時までの間に、14時間観測（最

大で時間雨量39mm）するなど、長時間にわたる降雨となった。
� 市房ダム上流の雨量観測所では24時間雨量および累加雨量において、令和2年7月豪雨を上回る降雨量

を記録。

9/18 22:00 9/19 0:00

9/19 2:00 9/19 4:00

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。

（mm）

：市房ダム集水域

：球磨川流域

489
336

0

200

400

600

累加雨量

多良木（雨量）
（mm） （たらぎ）

※累加雨量（降雨期間）
R2.7：7/5   13:00 ～ 7/7  24:00  (59h)

R4.9：9/17 16:00 ～ 9/19  2:00  (34h)

※累加雨量（降雨期間）
R2.7：7/3     7:00 ～ 7/4   11:00  (28h)

R4.9：9/16 23:00 ～ 9/19 23:00  (72h)

※累加雨量（降雨期間）
R2.7：7/3     6:00 ～ 7/4     9:00  (27h)

R4.9：9/16 21:00 ～ 9/19 19:00  (70h)

【速報値】 19
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流量 雨量

(m
3
/s) (mm) №100
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雨量

- - 貯水位

― 流入量

― 全放流量

H.W.L 4.07

3.94

4.12
市房ダムが
なかった場合

実績
（市房ダムあり）

H.W.L 4.44

3.6

4.46
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6

7

8

-50 -30 -10 10 30 50 70 90 110 130 150

水

位

（m）

川幅（m）

球 磨 川 横 断 比 較 図 距離標 84.20

実績
（市房ダムあり）

市房ダムが
なかった場合

H.W.L 4.07

3.94

4.12

-4
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-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

-50 0 50 100 150 200 250

水

位

（m）

川幅（m）

球 磨 川 横 断 比 較 図 距離標 62.20

市房ダムが
なかった場合

実績
（市房ダムあり）
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約90cm低減

約20cm低減

� 市房ダムでは、通常の洪水調節容量1,830万m3に加え、事前放流等により約470万m3の容量を追加確保し、
計約2,300万m3貯留可能な状態で、18日8時30分から洪水調節を開始。

� 洪水調節開始流入量である300m3/sを超える流入量が約30時間継続（令和2年7月豪雨時は13時間）。
� 最大流入量1,054m3/sに対し、最大放流量768m3/sまで低減するなど、約2,300万m3を貯留した。
� 市房ダムの洪水調節により、多良木水位観測所で約90cm、人吉水位観測所で約20cmの水位低減効果があったと推定。

最大流入量：1,054m3/s（19日2:30）

市房ダムが無かった場合、HWL（計画高水
位）を超えていた恐れ

9/18
8:30

9/19
14:50

洪水調節の実施（約30時間）

市房ダムが無かっ
た場合、HWL（計
画高水位）を超え
ていた恐れ

※市房ダムが無かった場合の水位は、市房ダムでの洪水調節量を各地点流量に加える簡易な方法により算出している。
また、本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。

最大放流量：768m3/s（19日4:10）

市房ダムで貯留
約2,300万m3

洪水流量 300m3/s

洪水時最高水位 EL 283.00m

洪水貯留準備水位 EL 270.00m

貯留能力半分水位 EL 275.70m

最低水位 EL 249.00m

緊急放流判断水位 EL 280.70m

【速報値】
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